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【公開日】令和1年7月22日(2019.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2019-029
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月24日(2020.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも内面が耐熱性の加熱用袋であって、
　上部開口部の内側に配置された所定の引張力で開閉自在な密閉手段であって、加熱時に
内容物または気体が直接接触しないように被覆する被覆部が設けられた密閉手段と、
　封入された食品または水が加熱され、水蒸気が発生して内圧が所定の圧力に達すると、
部分的に開封して内圧が所定の圧力よりも上昇しないようにする開封手段と
　を備えることを特徴とする加熱用袋。
【請求項２】
　前記密閉手段は、前記本体の前記上部開口部の下部内面に前記上部開口部に沿って設け
られ、対をなす係合部材を含み、係合する面と反対の面を前記本体の内面に各々貼り付け
られることを特徴とする請求項１に記載の加熱用袋。
【請求項３】
　前記被覆部は、前記係合部材のいずれか一方の下部に貼り付けられ、内圧がかかると前
記係合部材の他方が張り付けられた前記本体の内面に接触して、前記係合部分を前記内容
物または内部気体が直接接触しないように被覆することを特徴とする請求項２に記載の加
熱用袋。
【請求項４】
　前記被覆部は、前記一方の係合部材から所定の範囲まで前記本体の内面に貼り付けられ
ることを特徴とする請求項３に記載の加熱用袋。
【請求項５】
　前記一方の係合部材は、上方の一部のみ前記係合する面と反対の面を前記本体の内面に
貼り付けられることを特徴とする請求項３に記載の加熱用袋。
【請求項６】
　前記被覆部は、前記係合部材のいずれか一方の下部の係合する面と反対の面に貼り付け
られ、加熱されない状態で弾性により前記係合部材の他方が張り付けられた前記本体の内
面に接近することを特徴とする請求項３ないし５のいずれかに記載の加熱用袋。
【請求項７】
　前記開封手段は、前記シートを合掌状に形成したフラップを含むことを特徴とする請求
項２ないし６のいずれかに記載の加熱用袋。
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【請求項８】
　前記密閉手段の加熱時の内圧に対する開封強度は、前記開封手段の開封強度よりも十分
高いことを特徴とする請求項１ないし７のいずれかに記載の加熱用袋。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の加熱用袋において、密閉手段は、本体の上
部開口部の下部内面に上部開口部に沿って設けられ、対をなす係合部材を含み、係合する
面と反対の面を本体の内面に各々貼り付けられることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の加熱用袋において、被覆部は、係合部材の
いずれか一方の下部に貼り付けられ、内圧がかかると係合部材の他方が張り付けられた本
体の内面に接触して、係合部分を内容物または内部気体が直接接触しないように被覆する
ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の加熱用袋において、被覆部は、一方の係合
部材から所定の範囲まで本体の内面に貼り付けられることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、請求項３に記載の加熱用袋において、一方の係合部材は、上
方の一部のみ係合する面と反対の面を本体の内面に貼り付けられることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、請求項３ないし５のいずれかに記載の加熱用袋において、被
覆部は、係合部材のいずれか一方の下部の係合する面と反対の面に貼り付けられ、加熱さ
れない状態で弾性により係合部材の他方が張り付けられた本体の内面に接近することを特
徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項７に記載の発明は、請求項２ないし６のいずれかに記載の加熱用袋において、開
封手段は、シートを合掌状に形成したフラップを含むことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、請求項１ないし７のいずれかに記載の加熱用袋において、密
閉手段の加熱時の内圧に対する開封強度は、開封手段の開封強度よりも十分高いことを特
徴とする。
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